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No.20-006-2010更新

埼玉県川口市 Q2. 3.    対応性・更新性（無梁、シンプルな構造躯体） 

Q3. 3.    地域性・アメニティへの配慮（建物利用者の自由度：多様な間取り、居住者が選べる設備、収納） 

LR1.3.    設備システムの高効率化（メンテナンス、設備機器の交換：リースシステムの採用） 

LR2.2.    非再生性資源の使用量削減（資源の再利用：再生ダンボールの利用） 
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居住者のライフスタイルに合わせる”えらべる住まい” 

 

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

外観 

１階平面図 

基準階平面図 

ライフスタイルに合うプランセレクト 

E-label（えらべるシステム）・・・生活のニーズに合わせ居住者が必要なものをセレクト 

設計プロセス 

集合住宅の設計において、居住者を想定し設計を行うこ

とが、居住者のニーズとのずれを生み、居住者にとって

不必要な設備や仕様を持つ住まいとなることがある。 

本件では、基本性能の確保と設計施工の連携により、居

住者の多様なニーズに応えた集合住宅の実現を図り、建

物の長期利用を狙った。 

 

１．外部・全体計画 

①構造躯体をシンプルな形態したり軽量化する事により

　構造体にかかる直接的、間接的資材の無駄を削減 

②ユニット化できる部材は極力ユニット化し現場加工に

　よる資材、労務の無駄を削減 

③上記２点より作りやすさを追求し、足場や間接工事に

　かかる無駄を削減 

 

２．住戸プラン 

ゆとりの広さ（３ＬＤＫ８０㎡が中心）を確保し、間取

りの自由度を考慮したプランとする事により、間取りに

対する購入者の多様な要求に対応でき、将来のライフス

タイルの変化に合わせたリフォームが可能なプランと

なっている。 

 

３．仕様・設備 

基本仕様をシンプルにし、購入者が個々の必要に応じて

仕様を幅広くカスタマイズできる“E-label（えらべる

システム）”を採用。販売～設計～施工が密接に連携す

る事により無駄を省き個人の好みで家作りを楽しめるシ

ステムを実現している。 

 

４．多様なプラン 

各ユニットタイプに７か

ら１０タイプのプランを

用意し、居住者がライフ

スタイルに合ったプラン

を選べるように設定した。 

 

 

5．E-label 

（えらべるシステム） 

住戸に必要な基本仕様は

しっかりと確保し、居住

者は自分たちの好みや必

要性に応じた物を選択す

ることで、生活のニーズ

に合った住まいづくりを

行えるシステムである。 

プランだけでなく、仕様

に踏み込むことで、供給

者側からの一方的な住ま

いでは無く、居住者に

合った住まいを実現した。 

 

 

 

 

 

 

設計担当者 

統括：池上一夫／建築：堀井規男／

構造：川上賢一／設備：菅原正道、

大橋渉／インテリア：江口均、鎌田

利奈／外構：長野順一 

 

本文章タイトル（和文・欧文ともMSゴシック9pt） 

本文はMS明朝9pt、行送りは14.5ptを標準とします。和

文・欧文ともフォントはMS明朝9ptとしてください。 

段落設定の禁則処理は「強い禁則」に設定します。（句

読点などが文頭にならない設定です。） 


